
一人一人が生き生きと輝く特別支援学級

（自閉症・情緒障害）の教育活動

～自他を認め合い、関わりを深める自立活動の在り方～

長岡市立青葉台小学校 教諭 安中順子

第５分科会 特別支援学級（自閉症・情緒障害）の教育活動



学校紹介
児童数 ２３６名

特別支援学級在籍児童 １６名

学級数 通常学級 １１学級

通級指導教室 １学級

特別支援学級 ３学級

（自閉症・情緒障害学級 2学級）

（知的障害学級 １学級）
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心理的安定を土台とし、

（1）生活のリズムや生活習慣

の形成

（５）健康状態の維持・改善

（４）必要な情報を集め、周囲

の状況の把握し、状況に応

じた行動

（２）姿勢の保持

（３）日常生活に必要な基本

動作

（１）情緒の安定

（２）状況の理解と変化へ

の対応

１．健康の保持

４．環境の把握



月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

予

定 フ
レ
ン
ズ
進
級
・
入
学
を
祝
う
会

（
フ
レ
ン
ズ
顔
合
わ
せ
会
）

（
今
年
度
の
み
）

フ
レ
ン
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

②
カ
フ
ェ
活
動
1
回
目

①
居
住
地
校
交
流
1
回
目

（
２
名
そ
れ
ぞ
れ
別
日
）

①
居
住
地
校
交
流
２
回
目

（
2
名
そ
れ
ぞ
れ
別
日
）

＆

③
お
楽
し
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

②
カ
フ
ェ
活
動
２
回
目

④
フ
レ
ン
ズ
6
年
生

あ
り
が
と
う
の
会

自立活動「フレンズタイム」

１年間の大まかなスケジュール



１．他学年の仲間と

かかわりを深める自立活動

「フレンズタイム」



自立活動の時間を週の帯で実施！
月 火 水 木 金

1時間目

2時間目

3時間目

4時間目

5時間目

6時間目

フレンズ学級での学習は全員自立活動

他の時間は
個別に対応



活動内容（ゲーム）を決めて、やり方やルールを確認

話合いと多数決で
何をするか決める。

教師が出した条件とみんな(１～６
年生まで)ができて、楽しめるとい
う条件を満たすゲームにする。

活動を始める前にやっておかない
と、勝手なルールが生まれたり、
トラブルになったりしやすい。

支援のポイント：ルールを視覚化

ゲームのやり方
を共通のルール
としてみんなで
確認する。

※「事前」がポイント！



振り返り 活動が終わってから、みんな
で振り返りをします。

支援のポイント：振り返りする項目

・ルールを守れた？
・みんな1回はボール
を投げた？

・友達に嫌なことをし
たり、言ったりしな
かった？

・ちくちく言葉は使わ
なかった？



２．自立活動の視点を入れ
たその他の活動

「4つのイベント活動」



（１）相手が喜んでくれることを考えた

居住地校交流 青葉台小学校区

特別支援学校

ねらい 交流会を通して

○お招きする児童の情報を
もとに、おもてなししよう
とする



Hさんのすきなダンス
「エビカニクス」を
一緒に踊ろう

体を動かすことがすきなKさんと
サーキット運動をみんなでやろう

支援のポイント：事前に練習し、自信
をもって活動できるようにする。

支援のポイント：
支援学級にいる
１年生をお手本
にして、できそう
な活動をみんな
で考える時間を
設けた。



青葉台
小学校

（２）成功体験を重ね、自信をもって接客した

「カフェ活動」

ねらい

来校者に飲み物のサービスをするという
相手意識をもてるような接客体験を通して

○お客様に喜んでもらおうと、
おもてなしすることができる

地域のお客様



子どもたちの姿

コーヒーをどうぞ

支援のポイント：練習する時間を設け、
自信をもって取り組める
ようにした。

熱いので
気をつけて
ください

支援のポイント：児童に向けて、運ぶ際に
気を付けることを声掛けした。

お砂糖と
ミルクを
どうぞ



（３）みんなが楽しめることを目指した

「お楽しみ会をしよう」
ねらい

みんなが楽しめるお楽しみ会
の企画・運営を通して

○みんなが楽しむために譲ったり、
我慢したりできる



支援のポイント：意見が出たら「みんなが
楽しめるかな」と立ち返り、何度も考え直し
の時間をとった。



（４）感謝の気持ちを伝えられた

「フレンズ６年生ありがとうの会」

１～５年生で話合いから
スタート。
今までの経験からたくさ
んアイディアが出ます。

○６年生に喜んでも
らうことを目指した
言動が自発的に出る

ねらい





３．経験を踏まえて

取り組んだ

フレンズフェスティバル









繰り返し練習とリハーサルによる不安解消





４．まとめ



児童の特性、個人目標、および成長の姿

Aさん（1年生） Bさん（４年生）
特性・実態：
新規場面への不安が強い。集団に合わせることができず、
マイペースで自分勝手に行動してしまう。

個人目標：
見通しをもって自発的に自分の仕事や全体の流れに参
加する。

課題の壁
見通しが立たない不安からの離脱、マイペースな行動

支援の手立て
準備・練習時間の確保、詳細な説明、徹底したリハーサル

具体的な成長・変容
「見通し」をもつことで自発的に参加する姿が見られた。

特性・実態：
衝動性が強く、落ち着いた行動が苦手。アイディアが豊富
な故に、思いついたことを自分勝手に押し通そうとする。

個人目標：
衝動を抑え、仲間への思いやりをもって協力行動ができる。

課題の壁
衝動性と自分のアイディアを優先する姿勢。

支援の手立て
ルール遵守の「事前承認」、衝動抑制時の即時評価。

具体的な成長・変容
衝動的な行動を抑え、仲間への思いやりの気持ちを
もって活動に取り組む姿が見られた。

成長の姿 成長の姿



１．他学年の仲間と
かかわりを深める自立活動
「フレンズタイム」



まずは交流学級担任の先生と

職員全体に情報共有

青葉台小学校では・・・

在籍するこどもについて、日頃から話題にして情報交換を行う。
特支学級でできるようになったことを伝えて、交流学級でも同じような
役割ができるようにお願いをしておいたり、本人の希望があったとき
は担当できるように配慮してもらったりする。

毎週行われる職員終会での児童の情報交換の時間に、在籍する子
どもの情報を伝える。何をがんばっているか、また、何ができるように
なって、どんな様子が見られたら褒めてもらうか等を依頼しておく。
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